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2021年3⽉期 決算ハイライト

連結決算概況

 費⽤⾯ ⼈件費等の減少により販管費減

 財務⾯ ⾃⼰資本⽐率69.8％

 TOPIX
 ⾃⼰株式取得 取得株数192,400株(TOB）,総額628百万円（2020/10/16）

8.6％増
38.9％増
35.3％増



連 結 20/3期 21/3期 増減額 売上⽐ 前年⽐ 主な増減要因等

売 上 ⾼ 10,878 11,809 930 100.0 +8.6 ※セグメント情報参照

営 業 利 益 1,037 1,440 403 12.2 +38.9 人件費等の販管費減少

経 常 利 益 1,075 1,462 387 12.4 +36.1

親会社株主に
帰属する当期
純 利 益

734 993 259 8.4 +35.3

設 備 投 資 2,075 1,049 △1,026 － －

減価償却費 682 765 83 － －

（単位︓百万円 ％）

2021年3⽉期 連結損益計算書

連結決算概況



科 ⽬ 20/3期 21/3期 増減額 主な増減要因等
【資産の部】
流動資産 9,938 11,121 1,183 現預⾦の増加

固定資産 7,470 7,866 395
リース資産増加
有価証券評価額増加

資産合計 17,408 18,988 1,579
【負債・純資産の部】
流動負債 3,154 4,127 973 仕⼊債務等の増加

固定負債 1,221 1,399 177 リース債務の増加

負債合計 4,375 5,526 1,151
株主資本 12,638 12,911 272 利益剰余⾦増加

その他の包括利益累計額 195 342 147
⾮⽀配株主持分 199 208 9
純資産合計 13,033 13,461 428
負債純資産合計 17,408 18,988 1,579

2021年3⽉期 連結貸借対照表
（単位 ︓ 百万円）

連結決算概況



科 ⽬ 20/3期 21/3期 増減額 主な要因等

営業CF 1,462 2,479 1,016 調整前純利益の増減＋405
仕⼊債務の増減＋649

投資CF △1,379 △64 1,315 有形固定資産の取得額の増減
△1,311

財務CF △882 △1,440 △558 ⾃⼰株式の取得額の増減
+491

現⾦及び現⾦
同等物増減 △798 974 1,773

現⾦及び現⾦
同等物残⾼ 7,397 8,372 974

（単位 ︓ 百万円）

連結決算概況

2021年3⽉期 キャッシュ・フロー計算書



21/3期 セグメント別売上⾼ セグメント別利益

医 療 ⽤ ガ ス 3,265 △2.4 450 +132.7

在 宅 医 療 4,903 +7.7 510 △11.9

設 備 ⼯ 事 1,226 +11.5 155 +6.2

介 護 福 祉 834 +16.4 141 +292.6

施 設 介 護 368 +9.9 24 +710.6

そ の 他 1,210 +46.3 159 +99.0

計 11,809 +8.6 1,440 +38.9

（単位︓百万円 前年⽐％）

※ 「その他」は看護学校関連事業、医療器具関連事業等を含めて表示しております

2021年3⽉期 セグメント別実績（売上⾼･利益）

セグメント情報

 医療⽤ガス︓コスト全般の⾒直しにより、利益⾯が好調に推移
 在宅医療 ︓在宅ニーズが⾼まり、売上⾯が堅調に推移するも経費増により減益
 設備⼯事 ︓⼯事物件が少なく低調に推移
 介護福祉 ︓在宅介護ニーズが⾼まり、売上･利益が堅調に推移
 施設介護 ︓感染予防とまん延防⽌の施策による⼊居率の向上により、利益⾯が堅調に推移



セグメント情報 医療⽤ガス関連

 医療⽤ガス関連実績

 市場環境

 当社の対応

 新型コロナウイルス感染症の影響により⼿術件数や
⼊院患者数など の減少により医療⽤酸素ガスの需要量が減少

 原価を意識した製造コストの⾒直し
 ランニングコスト全般の経費効率化に注⼒

【百万】

酸素77.8％

【百万】
3,2653,347

その他ガス14.8％

滅菌ガス2.7％
亜酸化窒素1.2％

炭酸ガス3.5％

酸素76.2％

その他ガス16.2％

滅菌ガス2.6％
亜酸化窒素1.2％

炭酸ガス3.7％



在宅酸素供給装置 台数の推移

セグメント情報 在宅医療関連

在宅酸素療法(HOT)

 当社の対応

 在宅酸素療法の適応患者数は現在17万⼈、患者数は増加傾向

 サービス体制の充実とオリジナル製品の強化により、
⾼品質なサービスを提供

酸素を吸⼊しながら⽣活の質”Quality of Life”を⾼める治療法

 市場環境



持続陽圧呼吸療法装置 台数の推移

持続陽圧呼吸療法(CPAP)

 当社の対応

 睡眠時無呼吸症候群の潜在患者数は450万⼈以上、市場予測規模は400億円

 睡眠検査機器のレンタルから、治療機器、マスクなど幅広い取扱
⼿厚いアフターフォローにより快適なCPAP療法を提供

呼吸器領域と循環器領域における睡眠障害の治療法

 市場環境

セグメント情報 在宅医療関連



セグメント情報 在宅医療関連



セグメント情報 医療⽤ガス設備⼯事関連

 市場環境

 当社の対応
 2014年4⽉より医療施設向けの消⽕設備⼯事を着⼿

 各都道府県における地域医療構想の策定検討が進む中、病床数は減少傾向
しかしながら、各地域において病院の役割や経営の⾒直しが進み、⻑期的な経営戦略
として病床機能の転換を図ったり、⽼朽化による維持管理コストの増加や、競争⼒向
上のための施設整備について検討を始める医療機関も増えてきている

 医療⽤ガス設備⼯事関連の売上構成

医療⽤設備⼯事

消⽕設備⼯事

医療設備メンテナンス関連

その他修繕関連
21/3

1,226百万



 市場環境
■ 介護保険等の(要介護･要⽀援)認定者数は、682万⼈(2021年3⽉時点)
■ 今後も増加の⼀途をたどると⾒込まれており、これからの⾼齢化社会において、
社会的ニーズはさらに拡⼤し続けると推測される

 当社の対応
■ 質の⾼い介護サービスを安定的に提供していくため、取扱商品における
ラインアップの充実を図り、在宅及び医療機関等へ、介護福祉⽤具の
販売･レンタルを継続的に拡販

■ 福祉⽤具メンテナンスセンターを栃⽊県⿅沼市に開設(2018年３⽉）

■ 地域連携に注⼒し訪問看護事業を強化
「星医療酸器訪問看護・リハビリステーション巣鴨」（2014年8⽉開設）
「星医療酸器訪問看護・リハビリステーション阿佐ヶ⾕」（2016年4⽉開設）
「星医療酸器訪問看護・リハビリステーション王⼦」（2017年4⽉開設）
「こころ訪問看護リハビリステーション板橋」（2020年2⽉開始,⾮連結）
「神⾕町訪問看護ステーション」（2020年11⽉開始,⾮連結）

セグメント情報 介護福祉関連



 市場環境
■ 有料⽼⼈ホーム（特定施設）の新設は、⾃治体により制限がある
■ 競争激化するも、⾼齢化社会における⼊居ニーズは確実に⾼まっていくと推測される

セグメント情報 施設介護関連

 24時間365⽇看護師配置
 要介護者2⼈に常勤職員1⼈以上の充実した介護体制
 医療機関との連携で緊急時も安⼼
 積極的な認知症ケア(認知症専任スタッフの配置)
 リハビリを⽀える職員体制(理学療法⼠の配置)
 専⾨家による各種セラピーの導⼊(ビューティーセラピー等)
 コロナ禍における感染予防体制の充実
 状況に応じた⽀援への⼿厚いサービス体制
 ⼤切な「⾷」への⼼配り

ライフステージ阿佐ヶ⾕の優位性

 当社の対応
■ 24時間365⽇看護師配置、地域医療機関との連携強化など、充実したサービスや⽴地の
優位性により、⼊居者数の増加を⽬指す(2010年12⽉増床)

■ 地域密着型を試⾏し、近隣病院、地域包括⽀援センター、居宅介護⽀援事業所への
継続的な 営業活動で集客を推進

■ 通所介護施設「あしつよ･⽂京」「あしつよ 巣鴨」「あしつよ 王⼦」は、
地域に密着したサービスの提供と新たな顧客ニーズの開拓を推進



2022年3⽉期 決算⾒通し

業績⾒通し

 新型コロナウイルスの影響により事業環境は不透明な状況が続くも、エッセンシャル
ワーカーとして医療機関のサポートに全⼒を注ぐ。

 営業⼒強化と内製化等のコストコントロールにより医療・介護・福祉分野で強固な基
盤を確保する。

 M&Aを含めた戦略的投資により企業価値の向上を図る。
 質の⾼い商品とサービスの提供を図るため、従業員の徹底した感染防⽌策及び労働環
境の更なる整備に注⼒。

経営戦略

 売上⾼ 前年⽐ 1.6％増
 営業利益 前年⽐ 2.3％増
 当期純利益 前年⽐ 2.8％増



2022年3⽉期 決算⾒通し

連 結 21/3期 百分⽐ 前年⽐ 22/3期
（計画） 百分⽐ 前年⽐

売 上 ⾼ 11,809 100.0 ＋8.6 12,000 100.0 +1.6

営 業 利 益 1,440 12.2 +38.9 1,470 12.3 +2.3

経 常 利 益 1,462 12.4 +36.1 1,500 12.5 +2.8

親 会 社 株 主 に
帰 属 す る 当 期
純 利 益

993 8.4 +35.3 1,020 8.5 +2.8

設 備 投 資 1,049 － － 1,150 － －

減 価 償 却 費 765 － － 750 － －

（単位︓百万円 ％）

通期業績予想



セグメント別
売上⾼ 21/3期 22/3期（計画） 前年⽐

医 療 ⽤ ガ ス 3,265 3,442 177 +5.4

在 宅 医 療 4,903 5,161 258 +5.3

設 備 ⼯ 事 1,226 1,151 △75 △6.1

介 護 福 祉 834 885 51 +6.2

施 設 介 護 368 368 0 0.0

そ の 他 1,210 989 △221 △18.3

計 11,809 12,000 191 +1.6

2022年3⽉期 決算⾒通し

（単位︓百万円 ％）

セグメント別業績予想



中期収益計画

※「その他」は看護学校向関連事業、医療器具関連事業等を含めて表⽰しております

（経常利益︓億円）（売上⾼︓億円）



当社の優位性（シナジー効果を追求）

シナジー効果による収益性の向上



当社の優位性（全国ネットワーク）

皆様の『ありがとう』の言葉を喜びに

全国41ヶ所のサービス拠点 ４ヶ所の製造工場



経営理念

私たち星医療酸器グループは

生命（いのち）を守る最前線で

社会に貢献しつづけます

私たち星医療酸器グループは

生命（いのち）を守る最前線で

社会に貢献しつづけます



決算説明資料について

本資料に記載されております業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現

在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて皆さま

の投資のご参考資料としてご提供するものです

したがいまして、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があ

り確約や保証を与えるものではありません

予測と異なる結果となることがありますことをご確認の上、ご活用いただき

ますようお願い申し上げます


